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海外インターンシップ 

リキャストによる誤りの訂正と学習者の認識 
ストーリーナレーションタスクにおける助詞と動詞部分の誤りを対象として 

菅生 早千江 国際日本学専攻 

期間 2010 年 11 月 7 日～2010 年 11 月 22 日 

場所 アメリカ ニューヨーク州 

施設 ヴァッサー大学 

 
内容報告 
1. インターンシップの目的 
第二言語習得研究の中で、誤りをどのように訂正

するかは主要な論点の一つである。リキャストは、

発話の誤りに対して自然に言い直して正用を提示す

るフィードバック手法である。リキャストについて

は、教室で教師が多用する手法であるが学習者は訂

正されたことに気づいていない （Lyster&Ranta, 
1997）という報告を契機に、効果と気づきを検証す

る研究が数多くなされている。しかし、英語やフラ

ンス語を対象とした研究が中心で、日本語を対象と

した研究は限られている。 
報告者は日本語教師としての経験から訂正フィー

ドバックをテーマに修士論文をまとめた。菅生

（2008）では、誤用が助詞か動詞かによってリキャ

ストを受けた学習者の反応が異なるため、助詞に対

するリキャストは学習者に気づかれていない可能性

があることを報告した。報告者は博士論文では、誤

りを訂正された時の学習者の認識を明らかにし、欧

米語とは類型論的に異なる日本語を対象とした場合、

リキャストの働きかけ方も、欧米語を対象とした研

究の知見とは異なることを指摘したいと考えている。

さらに、どのように訂正することが効果的なのかを

検証することを計画している。 
そこで本インターンシップでは、学習者のリキャ

ストの気づきが助詞と動詞部分で異なるかについて、

菅生（2008）とは条件を変えて探ることを研究課題

とした。そのため 2 回の教壇実習でタスクを実施し

ながら、誤りにはリキャストで対応して反応を観察

した。さらに受け入れ校の承諾を得て、授業時間外

に学習者の協力者を募り、一対一でタスクを実施し

刺激回想インタビューを行った 1。 
 

2. インターンシップの概要 
2.1. 実習授業 
2.1.1 対象者と実習授業数 
 3 年生 8 名のクラスで実習を行った。レベルは中級

前半である。50 分授業を週 3 回実施しているうちの

2 コマで、通常の授業とは独立に実習授業を行った。 
2.1.2 学習目的と活動、および手順 
授業における学習目的は初級文型の運用練習とし、

格助詞と動詞部分を操作して物語を口頭で叙述する

ストーリーナレーションを行った。タスクシートは、

10 数枚の絵に英語訳・空欄を設けた日本語の叙述文、

日本語の語彙を配置したものを用いた。 
実習 1 では、SPOT テスト 2、および助詞と動詞部

分の口頭産出を目的としたストーリーナレーション

タスク「白雪姫」を行った。実習 2 では、動詞の適

切な形と補助動詞の口頭産出を目的とした「シンデ

レラ」のストーリーナレーションタスクおよび復習

クイズを行った。発話の誤りにはリキャストで対応

した。2 回とも授業後にアンケートを実施した。 
2. 2 一対一セッション 
2.2.1 参加者 
ボランティアを募集し、7名の協力者（4年生5名、

3 年生 1 名、2 年生 1 名）を得て実施した。 
2.2 .2 目的と活動、および手順 
 セッションの目的と活動、誤りに対するリキャス

トは、2.1 で記述した実習授業と同じである。協力者

と一対一で約 1 時間のセッションを持った。SPOT
テストを実施し、ストーリーナレーションタスク「舌

切すずめ」3は、まず英語であらすじを聞かせてから、

助詞と動詞を含む部分の口頭産出を目的として実施

した。次に、録画ビデオを見せながら刺激回想イン

タビュー、最後に文法の復習を行った。 
2.2.3 刺激回想法インタビュー 
刺激回想法は、タスクを遂行している間の思考プ

ロセスをデータとして引き出す内観法の一つである

（Gass&Mackey,2000）。Mackey, Gass& 
McDonough （2000）の実施方法に従い、報告者と

一対一で行っているタスクをビデオ録画し、タスク

終了後にビデオを再生しながら、協力者にリキャス

トを受けた場面（一人約 10 数か所）で何を考えてい

たかを英語で語ることを求めた。 
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3. 研究課題に対する結果と考察 
授業とセッションの録画資料は本報告時点で分析

途中であるため、得られた傾向のみ記す。 
3.1 実習授業におけるリキャストされた文法項目と

リキャストの認識 
実習 1 では、助詞へのリキャストは反応から判断

する限り、気づかれていないものも多く見受けられ

た。一方、実習 2 における、動詞の活用と補助動詞

の誤りに対するリキャストは、学習者にも認識され

ていたように見受けられた。 
3.2 一対一セッションにおけるリキャストされた文

法項目とリキャストの認識 
刺激回想インタビューでは、助詞と動詞部分とで

リキャストの認識に関するコメントが異なった。補

助動詞については、「どういう場面で使うのかがわか

った」というコメントが多かった。一方、助詞の誤

りに対してリキャストしたものは、訂正には気づい

ても文法が理解できたというコメントは少なかった。

また、助詞と動詞など二つの誤りを一つのリキャス

トで訂正している場合、コメントでは動詞など内容

語の方を訂正されたことだけに触れ、助詞へのリキ

ャストについて言及しない例が散見した。 
3.3 考察 
動詞部分、特に補助動詞へのリキャストは、意味

と機能を文脈の中でマッピングする機会を提供する

もので、効果的に働きかけるようである。助詞の誤

用に対するリキャストは場面やその他の要因により

気づかれにくい傾向がある。このように助詞と動詞

とで認識が異なるのは、項目の卓立性の違いによる

可能性がある。加えて、助詞については、リキャス

トで訂正しても文法ルールの再構築には至らないこ

とも考えられる。助詞と動詞の二つの誤りをひとつ

のリキャストで訂正した時に、助詞の訂正が認識さ

れにくいのは、内容を担う語の意味処理に認知資源

が割かれることに起因するという解釈も可能である。 
 
4. インターンシップの成果と意義 
対象者数の少ない小規模のデータであることは考

慮しなければならないが、先行研究に照らして、次

のような興味深い傾向が得られた。動詞部分の誤用

に対して行うリキャストは、気づきやすさ、使用ル

ールの発見の両方の点で効果的に働きかける様子が

うかがえた。一方助詞へのリキャストは、気づきを

得にくく、ルールの再構築に結びつかない可能性が

ある。助詞と動詞を一度に訂正すると、動詞部分の

方が意識化されやすい傾向が見られた。このような

傾向についてデータ分析・考察を行い、日本語教育

学会、言語科学会、第二言語習得研究会で発表する

ほか、それぞれのジャーナルにも投稿する予定であ

る。新奇性のある結果でもあるので、TESOL 
Quarterly など、英語のジャーナルにも投稿したい。 

 今回の結果を、3 つの独立した研究論文として投稿

し、またそれぞれを独立した章として博士論文の構

成に取り入れたい。今後は、助詞と動詞に対する 
フィードバックの効果を実験的に検証し、総合的に

考察することで博士論文全体をまとめたい。 
本インターンシップの意義を述べる。訂正フィー

ドバックの研究は、教育現場の協力なしには進める

ことができないが、一般的に教育機関でこうした協

力を得ることは容易ではない。本海外インターンシ

ップは、研究フィールドを確保する段階での困難点

を解決する、必要性の高いプログラムであった。ま

た、私見であるが、アメリカの大学では学内の手続

きを踏むことで、調査者を教育現場に受け入れる体

制が整っているようにも思われた。今後もアメリカ

で調査研究を行う機会があるかもしれないが、どの

ように進めたらいいのか、一端を知ることができた。 
最後に、一教師としての振り返りを述べる。学習

者から、誤りにフィードバックしてもらうのはとて

も勉強になる、という意見が多く聞かれたことは嬉

しいことであった。また、アドバイザーから「タス

ク実施の前に、学習者をリラックスさせるための（ice 
breaking の）時間を設けてもよかったのではないか」

とのご意見をいただいたことも有難く思っている。 
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注 
1. 実習に先立ち、9 月に Research Proposal を大学の

Institutional Review Boardに提出し審査を受けた。 
2. SPOT は筑波大学留学生センターが開発した、外国人日

本語学習者のレベルチェックを目的としたテストである。 
3. ウェブサイト「デジタル絵本」のイラストおよび英語音

声を、管理者の許可を得て使用した。（http://www.e-hon.jp/） 
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